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Stu曲es in and on Teacher Education
（4）教師たちの経験年数
        図4参加者の、重度重複障害児との仕事の経験年数
Diagram4．De血agamas e曲re㎞etsarmedde㎜
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Studies in and on Teacher Education
（7）教育講座のモデル
図5教育講座の実施モデル
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  ・ 体験したことやそこで自分が感じたことを、振り返って考えることができた。
  ・ 理論一実習一疑似体験一振り返りと反甥は、とてもよかった。大多数の教育は、リフ
    レクションまで行かずに終わってしまう。だが、そのときにこそ初めて、新たな知識が
    r人一人に取り込まれるのだ。













































































   ・ 私はTachikawa（タチカワ）14を毎週実施しているが、毎回新しいことを学んでいる。生
     徒に視線を注ぐと共に、自分をも見ている。思ったように行かないこともあるが、そ
     んなときはなぜうまくいかなかったのかを考えることは、同じくらい興味深い。
    ・ 問題や困難な状況を、さまざまな角度から考察すること。
    ・ 教育的課題を、同僚たちと考えあい話し合う。
②新たな理論と事実の知識
  ・ 理論的にみて、私は体の構造について学んだし、例えば嚥下が普通にできないとど
    んなことが起こるのかを学んだ。こういうことすべてを、映像画像で見せてもらった。
  ・ 我々の生徒たちヒ関して、解剖学の意義についてよりよい知識を得た。それによっ
    て、全体像がよりよく把握できる。
  ・ このようなやりかたで、生徒によりよい自己像と身体の認識を獲得させられること、生
    徒が意識して自分で、例えば呼吸を改善できること。
  ・ タチカワは、ほんものという気がする。というのは生徒の多数にとってこれは、他のい
    ろいろなことができるための基礎であるから。
  ・ 生徒たちに、外界を取り入れるための基礎的な前提条件を与えてくれる。
  ・ 生徒が、自分のからだについて知り、それをコントロールすること。
③コミュニケーションカ
  ・ 私にとってこれは、何人かの生徒たちに自分が届くための一つの新たな可能性です。
   （For me this is a possibility to reach some of my pupils．15）
  ・ （タチカワの）授業をしている生徒に、自分がとても近づいた。
   （I have come very closer to the pupi1I a血working with．）
  ・ 私がこの方法に感じているのは、重複障害をもつ生徒たちにアプローチするための、






Stu砒es in a二nd on Teacher Education
  私はどのように近づいてよいのかわからなくて、緊張してしまったことを今でもはっきりと
  覚えている。（Thethi㎎1am胎e1i㎎withthismethod，isthat1havegotawe1トworki㎎
  instrument to com c1oser to multi handicapped pupils．I remember clear1y my丘rst
  meeting with this group of pupils，I became tota11y丘。zen，just did not know how I
  ・h・・ld・pP・o・・ht・th・…hild…．）
・ タチカワはまた、生徒とのコミュニケーションであることを、学んだ。（1have also leamed
  that Tachikawa is a communication with the pupi1s．）
・ 言葉と他のやりかた両方で、体とその表現を通じて、コミュニケーションを図るやりかた
  である。（1t is a1so one way to communicate，both with words and in other ways，
  throughthebodyanditsexpressi㎝．）
④実際に行ってみることの大きな意義
  ・ 私は、講座の最初の数回に最も多くを学んだが、それは実習がたくさんあったから。
⑤新しいかかわり方
  ・ それはかかわり方でもあり、自分に強く語りかけるものだった。タチカワは、’見生徒が
    （教師の期待に）多く応えられそうか否かには関係なく、一人ひとりの生徒への大きな
    信頼を伝えている。（lt is also awayofrelati㎎yourse1fwhichta1ks very stro㎎1yto me，
    that the method gives every pupi1a strong trust whatever the pupi1gives you an
    imprθssion to be ab1e to achieve we11or1ess．）
  ・ 私は意識的なかかわり方を学んだ。それは新しい、考えかたの変容でもあった。
  ・ 私は今、まったく別の確かさを感じている。これはタチカワに負うところが大きく、生徒と
    の仕事の中で、本当に役に立っ道具を得た。（Now1胎eltota11yanotherkindof
    certa．inty much thanks to Tachikawa，that I have got a we11－working instrument to work
    with my pupi1s．）
⑥生徒からの積極的な応答
  ・ A（講座の先生）が、私の受け持ちの生徒との授業でタチカワ法を見せてくれたが、生
    彼への効果は積極的なものであった。
  ・ 我々の生徒たちに、文句なく使える方法である！私は受け持ち5人の中3人の生徒に、
    毎週1回1時間、授業をした。一度は4人目の生徒とも試み、5人目は学級外のZ先生
    が授業を担当してくれた。これで全員が何らかの形で、喜びを得た。
  ・ 生徒が自分の身体とその働きを発見するのを実際援助できる、そういう方法を学んだ。
  ． タチカワは本物、という気がする。自分の生徒のうち2人との授業で実習してきたが、よ




  ・ 私は、タチカワについての洞察を得た。自分はまだ初心者であるけれども、これまで学
   んだことを基にして続けていけるように感じている。
  ・ もっと勉強したいと思うし、授業の中でこれからもタチカワを使っていこうと思う。
  ・ 生徒たちのために、立川法を続けていきたい。
  ・ ちょっと考えているんですが、どうやってこれをさらに伝達していこうか、と。生徒の一人
   が卒業し、高等学校に移りますが、そこにはこれがありませんし。
⑧自分の学習過程を捉える視点
  ・ 私たちは今もなお学習の途上にあり、今後も歩む道は長いと思う。
  ・ 立川教育学の中で、自分は少しだけ前に進んだと思う。































  ・ 私は週に1度（約40分）、一人の生徒と授業を行っているが、少なすぎるので来年度
    は週2度に増やしたいと考えている。
  ・ 当初考えていたよりも、小さな範囲でタチカワを使った。理由は、この教育講座の期間
    中に“私の”生徒が手術を受けたことである。術後に回復するのにも、長い時間がかか
    った。第一に手、足、腹、胸、くちびるの部位を行った。これらの部位は生徒にとって、
   度々大きな体位変換をしなくとも遂行できたからである。
  ． 講座でこれまで自分で理解できたと思う知識や身に付けたことからを、生徒との授業で
    活用した。
  ・ 継続的なリフレクションや同僚との対話、現在進行形の生徒の反応や発達を通して。
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                                  添付1
＊ここには質問項目間のスペースは省略して、質問のみを翻訳して載せた。
     立川法による現職教員教育の最終評価について
                    200x－xx－xx
                    Asako Ishii－Barkman
                    （特殊教育家、立川教育学教師）
本教育講座は1年半に渡って実施され、研修機会は合計13回（全目）でした。
1．自己学習について：
・ 教育講座にあなたは、積極的に参加しましたか。集中していましたか。
・ 教育期間中、学習の進み具合はどんなでしたか。
2．講座の構成について1
・ 教育講座は、参加者が理解できるように、教育的に構造化されていましたか。
・ 講座の教育モデルについて二理論一実習一疑似体験一リフレクション（振り返りと吟味、言語
  化と思考）。このモデルはあなたの学習に役立ちましたか。
・ この講座の“自分たちで実際に試してみる”というやりかたは、この教育学と生徒たちの状況の
  理解に役立ったでしょうか。
・ 教育講座は共通の研修会、講座指導者の学校訪問、各学校での自主学習、2目半の集中講
  習会等で構成されていました。この構成は、よかったと思いますか。
3．この教育講座における、グループとその機能について意見を書いてください。
4．この教育講座から、あなたが学んだことや得たことは何ですか。
5．この教育講座から得た知識や習得したことからを、どのような形で活用しましたか。もしそうで
なかったら、それはどんな理由に因ると考えますか。
6．その他
氏名：
学校での職種：
受けた教育背景、教員免許等：
教育講座開始時点での年齢：
150
